
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
海
軍
造
船
所
の
閉
鎖
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
都
市
労
働
者
の
生
活
世
界

南

修
平

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
か
つ
て
ア
メ
リ
カ
海
軍
最
大
の
造
船
所
と
し
て
繁
栄
を
誇
っ
た
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
海
軍
造
船
所
（
Brooklyn
N
avy

Y
ard.以
下
Ｂ
Ｎ
Ｙ
と
表
記
）
(
)

の
栄
枯
盛
衰
を
辿
り
な
が
ら
、
そ
の
過
程
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
都
市
労
働
者
に
と
っ
て
い
か
な
る
意

1

味
を
持
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
。

歴
史
家
Ｊ
・
Ｂ
・
フ
リ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
二
〇
世
紀
半
ば
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、
各
地
で
ス
ト
ラ
イ
キ
が
頻
発
す
る
労
働
者
階

級
の
街
そ
の
も
の
で
あ
り
、
非
フ
ォ
ー
ド
主
義
の
労
働
シ
ス
テ
ム
が
根
強
く
残
る
熟
練
工
の
街
で
あ
っ
た(
)。
Ｂ
Ｎ
Ｙ
は
そ
う
し
た
労

2

働
者
の
街
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
象
徴
す
る
存
在
で
あ
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
七
万
人
超
の
労
働
者
を
有
し
、
軍
事
的
貢
献
は
も

と
よ
り
、
地
域
経
済
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
第
二
次
大
戦
の
終
結
と
と
も
に
造
船
景
気
は
後
退
し
、
一
九
六
六
年
六
月

に
は
閉
鎖
へ
至
る
。
閉
鎖
の
直
接
的
要
因
と
し
て
は
、
国
防
省
が
主
導
し
た
米
軍
の
近
代
化
・
合
理
化
の
推
進
が
第
一
に
挙
げ
ら
れ

る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
軍
事
的
・
経
済
的
要
因
か
ら
Ｂ
Ｎ
Ｙ
の
閉
鎖
を
見
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
働
く
労
働
者
の
具
体
的
姿
に
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焦
点
を
当
て
、
彼
ら
が
Ｂ
Ｎ
Ｙ
で
の
労
働
を
通
じ
て
い
か
な
る
地
位
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
獲
得
し
、
ま
た
そ
れ
ら
が
揺
ら
い
で

い
く
の
か
を
検
証
し
、
そ
の
歴
史
的
意
味
を
問
う
こ
と
を
主
眼
と
す
る
。

本
稿
で
扱
う
Ｂ
Ｎ
Ｙ
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
労
働
史
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
先
述
の
フ
リ
ー
マ
ン
の
研
究
が
重
要
で
あ
る
。
フ

リ
ー
マ
ン
は
第
二
次
大
戦
後
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
史
を
労
働
者
階
級
の
歴
史
と
し
て
捉
え
、
激
し
く
変
化
す
る
大
都
市
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
生
き
る
労
働
者
の
姿
を
描
き
出
し
て
い
る(
)。
ま
た
フ
リ
ー
マ
ン
は
建
設
労
働
者
が
保
有
す
る
独
自
の
労
働
文
化
・
規
律
に
つ
い
て

3

も
考
察
し
て
お
り(
)、
労
働
者
の
生
活
世
界
を
考
え
る
上
で
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
フ
リ
ー
マ
ン
の
考
察
は
、
労
組
の

4

動
向
を
中
心
と
し
、
各
々
の
職
場
を
拠
り
所
に
そ
こ
か
ら
様
々
な
諸
関
係
を
形
成
し
、
生
活
を
営
む
労
働
者
個
々
の
具
体
像
へ
十
分

踏
み
込
ん
だ
も
の
で
は
な
い
。

Ｂ
Ｎ
Ｙ
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
先
行
研
究
は
管
見
の
限
り
極
め
て
少
な
い
。
わ
ず
か
に
、
Ｂ
Ｎ
Ｙ
の
閉
鎖
過
程
で
展
開
さ
れ
た

政
府
・
軍
・
労
組
・
政
党
各
々
の
政
治
的
力
関
係
を
分
析
し
た
Ｌ
・
Ｔ
・
カ
ー
ル
ソ
ン
の
研
究
や(
)、
Ｂ
Ｎ
Ｙ
に
お
け
る
女
性
労
働
者

5

を
例
に
、
第
二
次
大
戦
中
に
男
性
の
労
働
現
場
に
進
出
し
た
女
性
の
躍
進
が
、
実
際
に
は
極
め
て
限
定
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
こ

と
を
論
証
し
よ
う
と
し
た
Ａ
・
ス
パ
ー
の
研
究
が
あ
る(
)。

し
か
し
、
と
も
に
Ｂ
Ｎ
Ｙ
労
働
者
の
実
態
は
部
分
的
に
し
か
把
握
さ
れ
て

6

い
な
い
。

第
二
次
大
戦
期
の
造
船
所
内
の
実
態
を
具
体
的
に
観
察
し
、
分
析
し
た
研
究
と
し
て
は
、
Ｋ
・
ア
ー
チ
ボ
ー
ル
ド
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ア
ー
チ
ボ
ー
ル
ド
は
Ｕ
Ｃ
バ
ー
ク
レ
ー
の
大
学
院
生
だ
っ
た
一
九
四
二
年
か
ら
二
年
間
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
民
間

造
船
所
に
労
働
者
と
し
て
勤
務
し
、
そ
こ
で
の
経
験
を
一
九
四
七
年
に
著
し
た
。
第
二
次
大
戦
当
時
、
労
働
現
場
で
は
人
種
や
性
、

民
族
を
超
え
た
団
結
が
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
喧
伝
さ
れ
て
い
た
が
、
ア
ー
チ
ボ
ー
ル
ド
は
自
ら
の
経
験
か
ら
、
実
際
に
は
造
船

所
で
働
く
労
働
者
の
間
に
は
様
々
な
境
界
が
あ
り
、
団
結
と
は
裏
腹
な
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る(
)。
ア
ー
チ
ボ
ー
ル
ド

7

一橋社会科学 第5号 2008年12月

114



の
観
察
は
極
め
て
興
味
深
く
、
Ｂ
Ｎ
Ｙ
と
の
共
通
項
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
造
船
所
の
経
営
母
体
が
海
軍
で
な
く
民
間

で
あ
る
場
合
、
雇
用
形
態
が
異
な
り
、
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
西
海
岸
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
労

働
者
の
来
歴
や
彼
ら
を
取
り
巻
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
環
境
な
ど
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
Ｂ
Ｎ
Ｙ
労
働
者
の
労
働
生
活
に
焦
点
を
あ
て
、
彼
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
と
そ
の
揺
ら
ぎ
を
分
析

す
る
。
こ
う
し
た
方
法
論
を
と
る
最
大
の
理
由
は
、
労
働
生
活
が
、
日
々
の
生
活
を
物
質
的
に
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
階
級
や
エ
ス

ニ
シ
テ
ィ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
等
様
々
な
社
会
的
関
係
を
構
成
す
る
一
つ
の
基
軸
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
で
は
ま
ず
、
Ｂ
Ｎ
Ｙ
の
歴
史
を
概
観
し
、
次
に
Ｂ
Ｎ
Ｙ
が
繁
栄
の
頂
点
に
達
す
る
第
二
次
世
界
大
戦
期
を
中
心
に
、
Ｂ
Ｎ
Ｙ

内
で
構
築
さ
れ
て
い
た
独
自
の
労
働
シ
ス
テ
ム
や
人
種
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
見
た
労
働
者
の
世
界
、
さ
ら
に
Ｂ
Ｎ
Ｙ
労
働
者
の
保
持

し
て
い
た
労
働
文
化
や
価
値
観
を
詳
細
に
検
証
す
る
。
最
後
に
、
Ｂ
Ｎ
Ｙ
が
閉
鎖
に
向
か
う
過
程
で
労
働
者
が
保
持
し
て
き
た
秩
序

が
い
か
に
揺
ら
い
で
い
く
の
か
、
そ
し
て
ま
た
そ
う
し
た
揺
ら
ぎ
は
い
か
な
る
歴
史
的
意
味
を
示
す
も
の
な
の
か
を
検
討
す
る
。

史
料
と
し
て
は
主
に
、
政
府
・
海
軍
の
Ｂ
Ｎ
Ｙ
に
関
す
る
公
文
書
や
元
Ｂ
Ｎ
Ｙ
労
働
者
が
残
し
た
様
々
な
歴
史
史
料
、
Ｂ
Ｎ
Ｙ
内

で
発
行
さ
れ
て
い
た
週
刊
紙
、
元
Ｂ
Ｎ
Ｙ
労
働
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
な
ど
の
一
次
史
料
を
用
い
た
。

一

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
海
軍
造
船
所
小
史

現
在
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
を
結
ぶ
橋
は
三
つ
あ
る
が
、Ｂ
Ｎ
Ｙ
は
そ
れ
ら
の
う
ち
、北
側
に
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー

グ
･ブ
リ
ッ
ジ
と
中
間
に
あ
る
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
の
間
に
挟
ま
れ
た
イ
ー
ス
ト
・
リ
バ
ー
に
面
す
る
場
所
に
位
置
し
て
い
る

（
次
頁
地
図
参
照
）。
こ
の
周
辺
は
豊
か
な
海
岸
線
と
水
資
源
を
有
し
て
い
た
た
め
、
早
く
か
ら
入
植
者
た
ち
に
よ
る
開
拓
が
進
ん
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で
い
た
。
一
九
世
紀
に
入
っ
て
こ
の
地
に
着
目
し
た
海
軍
は
一
八

〇
一
年
二
月
二
三
日
、
既
に
同
地
で
造
船
業
を
始
め
て
い
た
民
間

人
か
ら
四
万
ド
ル
で
造
船
所
を
購
入
し
、
同
年
五
月
に
は
湾
岸
地

区
の
全
権
利
を
当
時
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
市
か
ら
得
る
。
こ
う
し
て

海
軍
造
船
所
と
し
て
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
。

Ｂ
Ｎ
Ｙ
は
当
時
技
術
的
に
最
先
端
の
位
置
に
あ
っ
た
。
南
北
戦

争
が
始
ま
る
一
八
六
一
年
ま
で
に
二
一
隻
の
艦
船
が
建
造
さ
れ
、

開
戦
後
は
急
激
に
艦
船
の
需
要
が
高
ま
り
、
戦
争
中
新
た
に
一
六

の
艦
船
が
造
ら
れ
た
。
そ
れ
と
並
行
し
て
四
一
六
も
の
客
船
・
商

用
船
を
軍
艦
に
改
修
す
る
作
業
も
行
わ
れ
た
。
南
北
戦
争
後
、
帝

国
主
義
列
強
に
よ
る
世
界
の
分
割
合
戦
が
過
熱
し
、
ア
メ
リ
カ
に

と
っ
て
海
軍
の
更
な
る
近
代
化
は
必
至
と
な
っ
た
。
そ
の
帰
結
の

一
つ
が
戦
艦
メ
イ
ン
号
の
建
造
で
あ
っ
た
。
一
八
九
五
年
Ｂ
Ｎ
Ｙ
で
完
成
し
た
メ
イ
ン
号
は
三
年
後
ハ
バ
ナ
港
で
爆
沈
し
、
米
西
戦

争
勃
発
の
契
機
と
な
る
。
こ
の
戦
争
を
経
て
ア
メ
リ
カ
が
本
格
的
に
帝
国
主
義
国
家
と
し
て
の
道
を
歩
み
出
す
の
は
周
知
の
通
り
で

あ
る
。

二
〇
世
紀
に
入
る
と
帝
国
主
義
列
強
は
競
っ
て
最
新
鋭
の
戦
艦
を
造
り
始
め
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
中
Ｂ
Ｎ
Ｙ
で
は
、
真
珠
湾
攻

撃
で
撃
沈
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
戦
艦
ア
リ
ゾ
ナ
や
同
ニ
ュ
ー
･メ
キ
シ
コ
等
が
建
造
さ
れ
、
対
潜
駆
逐
艦
四
九
隻
も
造
ら
れ
た
。
一

九
二
二
年
の
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
締
結
で
各
国
に
軍
縮
が
義
務
付
け
ら
れ
る
と
、
Ｂ
Ｎ
Ｙ
で
は
第
一
次
大
戦
中
最
大
一
万
八
千
人
に
達
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し
た
労
働
者
数
が
約
三
五
〇
〇
人
ま
で
落
ち
込
む
が
、
迫
り
来
る
世
界
戦
争
の
影
の
中
、
一
九
三
三
年
に
大
統
領
に
就
任
し
た
Ｆ
・

Ｄ
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
下
で
Ｂ
Ｎ
Ｙ
に
は
再
び
活
気
が
戻
っ
た
。
一
九
三
四
年
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
・
ト
ラ
ン
メ
ル
法
の
成
立
に
よ
っ
て
、

継
続
的
な
新
艦
建
造
が
可
能
に
な
る
と(
)、

Ｂ
Ｎ
Ｙ
は
一
九
三
七
年
二
〇
年
ぶ
り
に
戦
艦
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
の
建
造
を
受
注
し
、
続

8

い
て
同
ア
イ
オ
ワ
や
ミ
ズ
ー
リ
建
造
の
注
文
も
獲
得
し
た
。

一
九
三
九
年
に
な
る
と
Ｂ
Ｎ
Ｙ
は
本
格
的
な
戦
時
体
制
に
組
み
込
ま
れ
、
隣
接
す
る
野
菜
卸
売
市
場
の
土
地
四
九
エ
ー
カ
ー
が
新

た
に
Ｂ
Ｎ
Ｙ
に
加
わ
り
、総
面
積
は
二
九
〇
エ
ー
カ
ー
超
ま
で
に
拡
大
し
た
。
対
日
戦
争
開
戦
直
前
に
は
、長
さ
約
一
一
〇
〇
フ
ィ
ー

ト
、
幅
一
五
〇
フ
ィ
ー
ト
を
有
す
る
二
つ
の
乾
ド
ッ
ク
の
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
始
ま
り
、
開
戦
直
後
に
は
半
径
一
一
五
フ
ィ
ー
ト
に

渡
っ
て
重
さ
三
五
〇
ト
ン
も
の
重
量
物
を
持
ち
運
ぶ
当
時
世
界
最
大
の
ハ
ン
マ
ー
ヘ
ッ
ド
･ク
レ
ー
ン
も
導
入
さ
れ
た
。
巨
大
な
ク

レ
ー
ン
の
威
容
は
、
Ｂ
Ｎ
Ｙ
に
入
港
し
て
く
る
艦
船
が
最
初
に
目
に
す
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
り
、
一
九
四
一
年
一
一
月
か
ら
Ｂ
Ｎ

Ｙ
の
公
式
機
関
紙
と
し
て
労
働
者
向
け
に
発
行
さ
れ
始
め
た
週
刊
紙
T
he
Shipw
orkerの
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
を
飾
る
シ
ン
ボ
ル
に
も

な
っ
た
。

対
日
戦
争
が
始
ま
っ
た
時
点
で
Ｂ
Ｎ
Ｙ
内
に
は
三
〇
〇
以
上
の
建
物
が
林
立
し
、
六
つ
の
乾
ド
ッ
ク
（
分
工
場
の
も
の
も
含
め
れ

ば
七
つ
）、
九
つ
の
埠
頭
、
二
つ
の
造
船
台
、
二
四
マ
イ
ル
に
及
ぶ
鉄
道
、
五
マ
イ
ル
超
の
舗
装
道
路
と
六
マ
イ
ル
超
の
舗
装
歩
道
、

完
璧
な
上
下
水
道
シ
ス
テ
ム
、大
型
の
発
電
所
等
が
備
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
他
に
膨
大
な
数
の
労
働
者
の
胃
袋
を
満
た
す
フ
ル
・
サ
ー

ヴ
ィ
ス
か
つ
二
四
時
間
営
業
の
食
堂
が
八
つ
あ
り
、
二
八
の
酒
保
も
兼
ね
備
え
て
い
た
。

真
珠
湾
攻
撃
以
後
Ｂ
Ｎ
Ｙ
は
二
四
時
間
フ
ル
稼
働
状
態
と
な
っ
た
。
第
二
次
大
戦
勃
発
か
ら
日
本
の
正
式
降
伏
ま
で
に
三
隻
の
戦

艦
と
四
隻
の
空
母
、
八
隻
の
揚
陸
艦
が
造
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
重
要
な
作
業
と
な
っ
た
の
は
修
理
や
点
検
、
改
修
工
事
で
あ
っ

た
。
戦
闘
で
破
損
し
た
連
合
軍
の
艦
船
五
〇
〇
〇
隻
以
上
が
Ｂ
Ｎ
Ｙ
で
修
理
さ
れ
、
二
五
〇
隻
以
上
の
艦
船
が
軍
事
転
用
の
改
修
工
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事
を
施
さ
れ
た
。
労
働
者
数
も
一
九
四
一
年
一
月
末
の
時
点
で
一
万
七
一
八
二
人
で
あ
っ
た
の
が
、
一
九
四
三
年
中
に
は
最
大
で
七

万
人
を
超
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。
勤
務
は
二
四
時
間
三
交
代
制
に
な
り
、
何
日
も
休
み
な
く
勤
務
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
常

態
化
し
た
。
機
械
工
と
し
て
当
時
Ｂ
Ｎ
Ｙ
に
勤
務
し
て
い
た
Ｈ
・
タ
ト
ウ
ィ
ッ
ツ
に
よ
れ
ば
、
週
七
日
労
働
は
恒
常
的
で
、
二
一
日

間
で
休
日
は
わ
ず
か
一
日
と
い
う
忙
し
さ
だ
っ
た(
)。

ま
た
、
一
九
四
二
年
か
ら
主
に
部
品
供
給
工
と
し
て
八
年
間
Ｂ
Ｎ
Ｙ
に
勤
務
し

9

た
ユ
ダ
ヤ
系
の
Ｓ
・
ブ
ラ
ッ
ド
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、「
人
生
で
安
息
日
に
働
い
た
の
は
戦
時
中
だ
け
」
で
、
ラ
ビ
さ
え
「
戦
時
中
は
働

く
べ
き
だ
」と
述
べ
る
ほ
ど
の
忙
し
さ
だ
っ
た
と
い
う(
)。
Ｂ
Ｎ
Ｙ
周
辺
地
域
に
は
二
四
時
間
営
業
の
食
堂
や
居
酒
屋
が
多
数
存
在
し
、

10

作
業
着
を
洗
濯
す
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
水
兵
用
の
洋
服
店
等
も
二
四
時
間
営
業
で
あ
っ
た(
)。
さ
ら
に
、
労
働
者
を
職
場
に
運
ぶ
交

11

通
機
関
も
二
四
時
間
稼
働
し
、
当
時
主
要
な
通
勤
手
段
だ
っ
た
市
バ
ス
は
毎
時
一
〇
本
走
っ
て
い
た(
)。
12

Ｂ
Ｎ
Ｙ
を
中
心
に
、
地
域
一
帯
は
明
か
り
が
灯
り
続
け
、
造
船
所
か
ら
は
常
に
重
機
や
溶
接
等
の
作
業
音
が
響
き
、
頻
繁
に
出
入

り
す
る
艦
船
の
音
も
鳴
り
響
い
た
。
街
や
通
り
か
ら
は
、
交
通
機
関
や
人
々
の
喧
騒
が
絶
え
な
か
っ
た
。
Ｂ
Ｎ
Ｙ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
活
気
を
も
た
ら
し
、
人
々
の
生
活
や
つ
な
が
り
を
支
え
る
中
心
的
存
在
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二

Ｂ
Ｎ
Ｙ
の
職
階
制
度
と
人
種
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー

Ｂ
Ｎ
Ｙ
を
内
側
か
ら
支
え
て
い
た
の
は
白
人
男
性
の
熟
練
労
働
者
を
頂
点
と
す
る
厳
格
な
位
階
制
を
持
つ
労
働
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ

た
。
通
常
造
船
労
働
に
お
い
て
は
、
単
純
な
ラ
イ
ン
労
働
で
は
不
可
能
な
作
業
工
程
が
多
く
、
多
岐
に
わ
た
る
熟
練
労
働
が
必
要
と

さ
れ
る
。
造
船
所
内
に
は
専
門
技
術
ご
と
に
多
く
の
労
働
部
門
（
shop）
が
存
在
し
、
Ｂ
Ｎ
Ｙ
の
場
合
そ
れ
が
一
八
あ
っ
た(
)。
溶
接

13

や
ボ
イ
ラ
ー
、
板
金
加
工
、
パ
イ
プ
、
塗
装
、
電
気
関
係
、
木
工
な
ど
実
に
多
様
な
職
種
が
存
在
し
た
が
、
ど
の
労
働
で
も
熟
練
技
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術
を
要
す
る
作
業
工
程
が
あ
り
、
長
年
経
験
を
積
ん
だ
熟
練
労
働
者
に
よ
っ
て
そ
の
技
術
が
受
け
継
が
れ
て
い
た
。

雇
用
条
件
は
海
軍
省
及
び
合
衆
国
公
共
サ
ー
ヴ
ィ
ス
委
員
会
（
U
nited
SatesCivilServiceCom
m
ission.以
下
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
）

に
よ
っ
て
段
階
的
に
整
備
さ
れ
、
厳
し
い
雇
用
プ
ロ
セ
ス
が
採
ら
れ
て
い
た
。
就
職
希
望
者
は
希
望
職
種
を
申
込
書
に
列
挙
し
て
登

録
を
行
い
、
実
技
や
筆
記
試
験
、
面
接
、
試
用
期
間
な
ど
を
課
さ
れ
た
上
で
雇
用
さ
れ
て
い
た(
)。
14

Ｂ
Ｎ
Ｙ
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
い
く
の
は
厳
し
い
道
の
り
だ
っ
た
。
熟
練
労
働
者
と
し
て
大
勢
の
労
働
者
を
配
下
に
持
ち
、
指

揮
・
監
督
す
る
立
場
に
な
る
に
は
、
最
初
に
見
習
い
期
間
（
A
pprenticeship）
を
経
た
上
で
一
定
の
水
準
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
Ｂ
Ｎ
Ｙ
で
は
グ
ル
ー
プ
･マ
ス
タ
ー
（
Group
M
aster）
を
頂
点
と
し
、
見
習
い
（
A
pprentice）
を
そ
の
最
下
部
と

す
る
熟
練
労
働
者
の
厳
格
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
存
在
し
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
多
く
の
未
熟
練
労
働
者
が
い
た
。

Ｂ
Ｎ
Ｙ
に
見
習
い
制
度
が
導
入
さ
れ
た
の
は
一
八
七
一
年
で
あ
っ
た
が
、
現
場
で
の
訓
練
に
加
え
、
海
軍
省
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
が
共

同
で
後
援
す
る
講
義
課
程
が
一
九
一
二
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
受
講
希
望
者
の
条
件
は
、
一
六
歳
以
上
の
合
衆
国
市
民
で
あ
る
こ
と
、

労
働
に
耐
え
得
る
健
康
状
態
を
有
す
る
こ
と
で
あ
り
、
候
補
者
は
筆
記
試
験
を
受
け
た
上
で
選
抜
さ
れ
た
。
試
験
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

地
区
の
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
が
一
年
に
一
回
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
都
市
圏
の
各
地
に
会
場
を
設
け
て
実
施
し
、
受
験
者
は
数
学
や
物
理
の
基
礎

知
識
、
文
法
や
文
章
読
解
力
、
歴
史
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
。
合
格
す
る
と
そ
の
後
は
見
習
い
と
し
て
現
場
実
習
及
び
教
室
で
の
講
義

で
技
術
や
知
識
を
習
得
す
る
課
程
に
入
っ
た
。

講
義
と
実
習
の
割
合
は
一
：
三
で
、
講
義
は
数
学
･科
学
、
英
語
、
製
図
法
、
産
業
組
織
と
い
う
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
か
れ
て

お
り(
)、
見
習
い
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
現
場
実
習
で
は
、
先
輩
熟

15
練
労
働
者
の
監
督
の
下
、
見
習
い
は
造
船
に
必
要
な
全
て
の
職
種
で
作
業
を
行
い
、
各
作
業
で
必
要
な
技
術
が
満
足
の
い
く
レ
ベ
ル

に
達
し
て
い
る
か
を
見
極
め
ら
れ
た
。
見
習
い
期
間
で
は
、
各
見
習
い
に
対
し
て
年
四
回
の
評
価
付
け
が
行
わ
れ
、
見
習
い
は
講
義
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で
常
時
七
〇
点
以
上
を
マ
ー
ク
し
、
現
場
実
習
で
も
常
に
「
満
足
（
satisfactory）」「
よ
り
優
れ
て
い
る
（
better)」
と
い
う
評
価

を
得
る
こ
と
が
必
須
と
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
四
年
間
に
及
ぶ
見
習
い
期
間
を
経
て
、
よ
う
や
く
熟
練
労
働
者
と
し
て
の
ス
テ
ッ
プ
を

踏
み
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る(
)。
16

こ
の
よ
う
な
厳
し
さ
が
あ
る
一
方
、Ｂ
Ｎ
Ｙ
で
職
を
得
る
こ
と
は
、生
活
に
相
対
的
安
定
を
得
ら
れ
る
と
い
う
重
要
な
側
面
が
あ
っ

た
。
特
筆
す
べ
き
は
、
Ｂ
Ｎ
Ｙ
の
熟
練
労
働
者
は
、
徴
兵
免
除
の
特
権
を
享
受
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
熟
練
技
術
を
持
つ
労
働
者
が

戦
場
で
死
傷
す
れ
ば
Ｂ
Ｎ
Ｙ
は
機
能
停
止
に
陥
り
、
そ
れ
は
戦
争
遂
行
上
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、
技

術
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
Ｂ
Ｎ
Ｙ
労
働
者
が
戦
争
へ
行
く
可
能
性
は
低
く
な
っ
た
。
一
九
三
六
年
か
ら
Ｂ
Ｎ
Ｙ
で
板
金
工
見
習
い
と

し
て
働
き
始
め
た
Ｌ
・
ス
コ
ル
ニ
ッ
ク
は
以
下
の
よ
う
に
証
言
し
て
い
る
。

「
二
〇
歳
で
働
き
始
め
て
、
徴
兵
の
年
な
ん
だ
け
ど
、
で
も
造
船
所
で
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
い
い
仕
事
に
あ
り
つ
い
た
。
監
督
だ
よ
。

俺
の
責
任
下
に
二
〇
〇
〜
三
〇
〇
人
の
労
働
者
が
い
た
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
徴
兵
さ
れ
な
か
っ
た
さ
」
(
)
17

機
械
工
見
習
い
と
し
て
Ｂ
Ｎ
Ｙ
で
働
き
始
め
た
前
述
の
タ
ト
ウ
ィ
ッ
ツ
は
戦
争
開
始
後
軍
に
志
願
す
る
が
、
拒
否
さ
れ
た
。
軍
の

担
当
者
は
彼
に
「
志
願
す
る
の
は
と
て
も
い
い
こ
と
だ
け
ど
、
当
面
は
自
分
の
仕
事
を
す
る
方
が
重
要
だ
。
君
は
見
習
い
と
し
て
働

い
て
い
る
か
ら
ね
」
と
言
っ
た
と
い
う(
)。
18

労
働
者
の
賃
金
は
、
能
力
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
数
値
化
に
よ
っ
て
明
瞭
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
評
価
方
法
は
定
期
的
な
労
使

協
定
で
細
か
く
取
り
決
め
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
Ｂ
Ｎ
Ｙ
で
の
労
働
の
安
定
ぶ
り
を
示
す
の
が
充
実
し
た
社
会
保
障
や
福
利
厚
生
制

度
だ
っ
た
。
医
療
保
険
や
労
災
補
償
、
有
給
休
暇
や
病
気
休
暇
制
度
等
が
事
務
職
・
現
業
職
に
か
か
わ
ら
ず
Ｂ
Ｎ
Ｙ
の
全
労
働
者
に
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保
障
さ
れ
て
お
り
、
民
間
企
業
と
比
べ
る
と
安
心
度
は
格
段
に
違
っ
て
い
た
。

Ｂ
Ｎ
Ｙ
の
熟
練
労
働
者
の
大
半
は
白
人
労
働
者
だ
っ
た
。
黒
人
や
プ
エ
ル
ト
リ
カ
ン
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
な
ど
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
も
雇

用
さ
れ
て
い
た
が
、そ
の
割
合
は
極
め
て
小
さ
く
、熟
練
労
働
者
に
な
る
者
も
ご
く
少
数
で
あ
っ
た
。
Ｂ
Ｎ
Ｙ
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ

た
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
Ｊ
・
Ｒ
・
ス
ト
ボ
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
四
年
で
の
黒
人
労
働
者
が
全
体
に
占
め
る
割
合
は
六
・
二
％
で
、
そ

の
う
ち
約
半
分
は
技
術
を
持
た
な
い
者
が
属
す
る
賃
金

等
級
―
グ
レ
ー
ド
Ⅰ
で
あ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
を
通

し
て
Ｂ
Ｎ
Ｙ
の
雇
用
数
全
体
は
上
昇
し
続
け
る
が
、
黒

人
の
割
合
は
一
九
四
〇
年
末
の
時
点
で
三
％
と
、
む
し

ろ
低
下
し
た(
)。
一
九
四
一
年
六
月
二
五
日
に
ロ
ー
ズ

19

ヴ
ェ
ル
ト
に
よ
っ
て
行
政
命
令
八
八
〇
二
が
出
さ
れ
、

政
府
や
軍
事
関
連
産
業
内
で
の
人
種
、
信
条
、
国
籍
な

ど
に
基
づ
い
た
差
別
的
雇
用
が
禁
じ
ら
れ
る
が
、
Ｂ
Ｎ

Ｙ
の
状
況
に
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。

Ｂ
Ｎ
Ｙ
に
お
け
る
女
性
労
働
者
の
雇
用
も
微
々
た
る

も
の
に
と
ど
ま
っ
た
。
女
性
の
現
業
部
門
へ
の
採
用

は
、
一
九
四
二
年
八
月
黒
人
女
性
一
二
人
を
含
む
一
二

五
人
の
女
性
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
で
始
ま
る
が
、
そ
れ

ま
で
Ｂ
Ｎ
Ｙ
に
女
性
労
働
者
が
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
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な
い
。
事
務
部
門
の
補
助
的
労
働
（
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
秘
書
、
経
理
な
ど
）
に
は
専
ら
女
性
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
現
業
部
門
で

も
一
九
四
二
年
以
前
か
ら
唯
一
女
性
が
勤
務
で
き
た
部
署
と
し
て
艦
船
に
掲
げ
る
旗
や
ペ
ナ
ン
ト
の
製
造
労
働
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は

ほ
ぼ
女
性
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
た
（
写
真
1
参
照
）。

深
刻
な
労
働
力
不
足
か
ら
政
府
主
導
で
女
性
労
働
者
の
現
業
部
門
へ
の
就
労
が
推
進
さ
れ
る
が
、
黒
人
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
同
様
、

や
は
り
労
働
者
総
数
に
占
め
る
割
合
は
さ
し
て
大
き
く
な
ら
な
か
っ
た
。
Ｂ
Ｎ
Ｙ
で
の
女
性
労
働
者
の
割
合
が
ピ
ー
ク
と
な
る
の
は

一
九
四
五
年
一
月
時
点
で
の
七
・
七
％
だ
が
（
労
働
者
総
数
六
万
一
六
四
人
中
四
六
五
七
人
）、
同
割
合
に
つ
い
て
全
米
の
海
軍
造
船

所
平
均
を
見
る
と
、
そ
の
ピ
ー
ク
は
一
九
四
四
年
一
一
月
時
点
で
の
一
一
・
五
％
で
あ
る
。
Ｂ
Ｎ
Ｙ
の
数
字
は
全
米
平
均
を
大
き
く

下
回
っ
て
お
り
、
Ｂ
Ｎ
Ｙ
で
は
他
の
い
か
な
る
海
軍
造
船
所
よ
り
も
男
性
の
存
在
感
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る(
)。
20

Ｂ
Ｎ
Ｙ
で
女
性
労
働
者
の
採
用
が
進
ま
な
か
っ
た
最
大
要
因
と
し
て
ス
パ
ー
は
、
Ｂ
Ｎ
Ｙ
が
海
軍
造
船
所
の
中
で
最
も
熟
練
労
働

者
の
技
術
に
依
存
す
る
旧
タ
イ
プ
の
造
船
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る(
)。
大
型
戦
艦
や
空
母
の
建
設
･修
理
を
専
ら
と
す
る

21

Ｂ
Ｎ
Ｙ
で
は
、
多
く
の
熟
練
技
術
が
不
可
欠
で
あ
り
、
会
得
し
て
い
る
技
術
が
ほ
と
ん
ど
な
い
女
性
の
必
要
性
は
相
対
的
に
低
か
っ

た
の
で
あ
る
。

た
と
え
採
用
さ
れ
て
も
女
性
労
働
者
の
雇
用
条
件
は
最
初
か
ら
限
定
的
で
あ
っ
た
。
一
九
四
二
年
三
月
以
降
採
用
さ
れ
た
者
は
、

原
則
的
に
戦
間
期
及
び
戦
争
終
了
後
半
年
間
だ
け
の
勤
務
と
い
う
条
件
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
状
況
次
第
で
は
そ
の
条
件
に
関
係
な

く
真
っ
先
に
レ
イ
オ
フ
の
対
象
に
さ
れ
た
。
女
性
労
働
者
の
多
く
が
採
用
さ
れ
た
職
種
は
溶
接
や
機
械
工
の
補
助
で
、
そ
れ
ら
の
部

門
で
女
性
は
最
下
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
熟
練
労
働
者
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
こ
と
は
制
度
上
排
除
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

も
の
の
、
そ
の
た
め
の
訓
練
課
程
は
時
間
外
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
家
庭
を
抱
え
る
女
性
に
と
っ
て
、
労
働
現
場
に
長
く
拘
束

さ
れ
て
訓
練
を
受
け
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
っ
た(
)。
た
と
え
監
督
的
立
場
に
立
つ
女
性
労
働
者
が
現
れ
て
も
、
原
則
と
し
て
指

22
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揮
で
き
る
の
は
配
下
に
あ
る
者
が
全
員
女
性
で
構
成
さ
れ
て
い
る
現
場
で
の
み
、
と
い
う
制
約
も
あ
り
、
性
別
分
業
の
思
想
は
徹
底

し
て
い
た(
)。
23

黒
人
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
女
性
の
労
働
条
件
は
極
め
て
不
安
定
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
傾
向
を
よ
り
促
進
さ
せ
た
要
因
と
し
て

帰
還
兵
の
問
題
が
あ
っ
た
。
兵
役
を
終
え
て
帰
国
す
る
大
量
の
帰
還
兵
に
軍
需
産
業
で
の
職
を
手
配
す
る
こ
と
は
最
も
手
っ
取
り
早

い
再
就
職
対
策
で
あ
り
、
戦
争
終
結
が
迫
っ
た
一
九
四
四
年
に
は
帰
還
兵
優
先
法
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
傾
向
は
さ
ら
に
強
ま
っ
た
。

戦
争
終
結
直
後
か
ら
始
ま
っ
た
Ｂ
Ｎ
Ｙ
で
の
大
規
模
な
人
員
整
理
で
は
、
未
熟
練
労
働
者
で
あ
る
女
性
が
ま
ず
解
雇
さ
れ
、
帰
還
兵

が
そ
の
後
に
入
り
、
長
く
女
性
で
占
め
ら
れ
て
い
た
旗
・
ペ
ナ
ン
ト
製
造
部
門
で
す
ら
完
全
に
男
性
の
職
場
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て

一
九
四
七
年
八
月
ま
で
に
Ｂ
Ｎ
Ｙ
労
働
者
の
六
四
％
が
帰
還
兵
で
占
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る(
)。
24

三

Ｂ
Ｎ
Ｙ
を
支
配
し
た
「
男
ら
し
さ
の
文
化
」

白
人
男
性
の
熟
練
労
働
者
を
基
軸
と
す
る
労
働
シ
ス
テ
ム
は
、
そ
こ
に
位
置
す
る
者
た
ち
に
、
自
ら
の
労
働
と
そ
の
技
術
に
対
す

る
強
い
自
信
と
誇
り
を
抱
か
せ
た
。

Ｂ
Ｎ
Ｙ
で
は
頻
繁
に
死
亡
・
負
傷
事
故
が
発
生
し
、
労
働
者
は
常
に
死
の
危
険
性
を
伴
う
過
酷
な
作
業
に
従
事
し
て
い
た
が
、
造

船
労
働
の
中
で
も
と
り
わ
け
熟
練
技
術
が
必
要
と
さ
れ
た
屋
外
労
働
は
最
も
危
険
な
作
業
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
い
か
な
る
気
象
条
件

で
あ
ろ
う
と
納
期
ま
で
に
作
業
を
完
成
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
労
働
者
は
危
険
を
顧
み
ず
に
船
に
は
し
ご
を
か
け
て
溶
接

や
塗
装
を
行
っ
た
。
元
板
金
工
の
ス
コ
ル
ニ
ッ
ク
は
当
時
の
状
況
を
以
下
の
よ
う
に
語
る
。
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「
最
も
近
い
表
現
と
し
て
は
ダ
ン
テ
の
『
地
獄
篇
』
だ
ね
。
騒

音
と
煙
と
溶
接
―
す
べ
て
の
中
で
や
る
ん
だ
。
一
二
〜
一
四
人
死

ぬ
こ
と
な
し
に
で
っ
か
い
船
は
造
れ
な
い
。（
質
問
者
：
何
が
あ
っ

た
？
）
事
故
さ
。（
ど
ん
な
？
）
ほ
と
ん
ど
の
事
故
は
落
下
物
、
転

落
か
な
。（
ど
こ
で
起
こ
っ
た
？
）
船
外
さ
。
建
設
中
の
船
で
、
船

内
じ
ゃ
な
い
」
(
)
25

こ
の
他
、
船
底
部
分
の
溶
接
作
業
も
危
険
な
作
業
で
あ
っ
た
。
重

た
い
潜
水
服
を
着
な
が
ら
冷
た
く
、
暗
い
海
中
に
潜
っ
て
溶
接
を
行

う
過
酷
な
作
業
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
特
に
重
要
で
、
こ
う
し
た
作
業
も
特
別
な
訓
練
を
積
ん
だ
男
性
労
働
者
だ
け
で
担
わ
れ
て
い
た

（
写
真
2
参
照
）。

彼
ら
は
命
懸
け
て
艦
船
を
造
る
こ
と
に
労
働
者
と
し
て
、
愛
国
者
と
し
て
の
誇
り
を
感
じ
、
危
険
な
作
業
を
常
に
と
も
に
す
る
同

僚
を
誇
り
と
し
た
。
熟
練
労
働
者
の
間
に
は
、
強
烈
な
仲
間
意
識
が
生
ま
れ
、
作
業
を
重
ね
る
ご
と
に
相
互
の
絆
が
強
め
ら
れ
た
。

そ
れ
は
そ
の
中
に
い
な
い
者
（
非
熟
練
労
働
者
）
と
の
差
異
を
必
然
的
に
感
じ
さ
せ
、
選
別
さ
れ
た
者
と
し
て
の
圧
倒
的
優
越
感
の

醸
成
に
つ
な
が
っ
た
。
先
述
の
ス
コ
ル
ニ
ッ
ク
は
、
二
〇
〇
〜
三
〇
〇
人
の
労
働
者
を
配
下
に
抱
え
る
監
督
に
ま
で
な
る
が
、
彼
は

熟
練
労
働
者
と
し
て
の
自
負
を
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

「
溶
接
工
や
バ
ー
ナ
ー
を
使
う
類
の
連
中
が
い
た
け
ど
、
俺
た
ち
は
そ
い
つ
ら
を
道
具
と
考
え
て
い
た
。
連
中
は
本
当
の
職
人
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（
journeym
an）
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
て
た
。
あ
い
つ
ら
は
俺
た
ち
の
道
具
。
俺
に
と
っ
て
溶
接
工
は
釘
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

バ
ー
ナ
ー
工
は
鋸
み
た
い
な
も
の
さ
。
何
か
を
焼
い
た
り
切
っ
た
り
し
た
い
時
、
連
中
が
要
っ
た
。
道
具
み
た
い
な
も
ん
さ
」
(
)
26

戦
争
が
始
ま
っ
て
、
公
に
は
い
か
な
る
職
種
に
お
い
て
も
差
別
無
く
誰
で
も
国
家
に
貢
献
で
き
る
こ
と
が
謳
わ
れ
、
Shipw
orker

紙
上
で
も
女
性
労
働
者
の
活
躍
が
頻
繁
に
報
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
そ
れ
ら
は
稀
な
例
で
し
か
な
く
、
Ｂ
Ｎ
Ｙ
は
男
性
中

心
主
義
の
思
想
と
文
化
に
圧
倒
的
に
支
配
さ
れ
て
い
た
。
Ｂ
Ｎ
Ｙ
で
の
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
事
故
率
は
、
女
性
の
方
が
低
か
っ
た

が
、
Shipw
orkerに
よ
れ
ば
そ
れ
は
、「
弱
い
性
だ
か
ら
こ
そ
、
よ
り
注
意
深
い
」
か
ら
だ
っ
た(
)。
こ
の
よ
う
な
評
価
に
見
ら
れ
る
よ

27

う
に
、
女
性
が
そ
の
能
力
を
示
そ
う
と
し
て
も
、
所
詮
そ
れ
は
「
か
弱
い
者
た
ち
の
懸
命
な
努
力
」
と
い
う
形
で
し
か
受
け
取
ら
れ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

他
に
Ｂ
Ｎ
Ｙ
に
お
け
る
男
性
中
心
主
義
的
文
化
の
支
配
を
示
す
も
の
と
し
て
、
新
造
艦
船
の
命
名
式
（
Christening）
が
挙
げ
ら

れ
る
。
新
し
い
艦
船
が
完
成
す
る
度
に
進
水
式
が
行
わ
れ
る
が
、
命
名
式
は
そ
の
中
の
メ
イ
ン
行
事
で
あ
っ
た
。
ど
の
艦
船
で
も
進

水
式
は
た
い
て
い
国
歌
斉
唱
、
Ｂ
Ｎ
Ｙ
付
属
牧
師
に
よ
る
聖
書
朗
読
、
Ｂ
Ｎ
Ｙ
長
官
や
海
軍
幹
部
の
挨
拶
、
上
院
議
員
な
ど
ゲ
ス
ト

か
ら
の
挨
拶
の
順
で
進
む
。
登
壇
す
る
の
は
男
性
ば
か
り
で
、
女
性
は
受
付
や
ア
ナ
ウ
ン
ス
係
専
門
だ
っ
た
。
女
性
が
登
壇
す
る
の

は
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
を
飾
る
命
名
式
の
時
の
み
で
あ
る
。
新
造
艦
船
の
命
名
役
は
必
ず
女
性
で
、そ
れ
も
専
ら
海
軍
幹
部
や
上
・

下
院
議
員
の
妻
か
娘
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
り
、
命
名
役
を
演
じ
て
い
た(
)。
命
名
式
は
、
盛
装
し
た
男
女
が
完
成
し
た
ば
か
り
の
艦
船

28

に
シ
ャ
ン
パ
ン
を
か
け
て
盛
大
に
祝
う
、
ま
さ
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
た
儀
式
で
あ
っ
た
。

第
二
次
大
戦
の
終
結
は
Ｂ
Ｎ
Ｙ
の
規
模
を
大
幅
に
縮
小
さ
せ
、
戦
争
終
結
直
後
か
ら
大
規
模
な
人
員
整
理
が
始
ま
っ
た
。
一
九
四

五
年
八
月
一
四
日
の
対
日
戦
勝
利
の
時
点
で
は
約
六
万
九
〇
〇
〇
人
の
労
働
者
が
存
在
し
た
が
、
一
九
四
六
年
四
月
に
は
三
万
五
三

ブルックリン海軍造船所の閉鎖とニューヨーク都市労働者の生活世界

125



〇
〇
人
に
な
り
、
労
働
者
数
は
一
九
五
〇
年
の
朝
鮮
戦
争
勃
発
ま
で
減
り
続
け
、
約
九
千
人
ま
で
落
ち
込
ん
だ(
)。
29

と
は
い
え
、
長
年
Ｂ
Ｎ
Ｙ
で
維
持
さ
れ
て
き
た
労
働
シ
ス
テ
ム
は
第
二
次
大
戦
終
了
後
急
速
に
崩
壊
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

朝
鮮
戦
争
勃
発
で
緊
張
が
高
ま
っ
た
結
果
、
労
働
者
数
は
一
万
五
千
人
程
度
ま
で
回
復
し
、
一
九
五
二
年
に
は
戦
後
初
の
新
艦
建
造

―
空
母
サ
ラ
ト
ガ
の
注
文
を
得
、
一
九
五
〇
年
代
に
合
計
三
隻
の
空
母
の
注
文
を
得
た
。
一
九
五
〇
年
代
の
Ｂ
Ｎ
Ｙ
は
、
労
働
者
数

で
一
万
数
千
人
レ
ベ
ル
を
維
持
し
、
冷
戦
対
立
の
「
恩
恵
」
に
よ
っ
て
仕
事
自
体
も
適
度
に
舞
い
込
ん
で
い
た
。
ゆ
え
に
、
依
然
と

し
て
白
人
男
性
の
熟
練
労
働
者
を
中
心
と
す
る
労
働
シ
ス
テ
ム
は
機
能
し
続
け
た
。

一
九
五
一
年
Ｂ
Ｎ
Ｙ
は
開
設
一
五
〇
周
年
を
迎
え
た
。
こ
の
時
、
様
々
な
記
念
事
業
を
行
う
た
め
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
イ
ン
ペ

リ
テ
リ
を
委
員
長
と
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
選
出
連
邦
上
院
議
員
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
各
区
長
（
PresidentofBorough）
や
造
船

関
連
会
社
幹
部
な
ど
総
勢
二
七
名
の
記
念
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
記
念
の
銘
版
や
公
印
の
作
成
、
記
念
誌
の
発
行(
)や
記
念
祭
開
催
な

30

ど
、
Ｂ
Ｎ
Ｙ
の
存
在
意
義
が
大
々
的
に
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た
。
一
月
一
五
日
よ
り
一
・
二
〇
ド
ル
売
り
出
さ
れ
た
一
万
人
限
定
の
記
念

祭
チ
ケ
ッ
ト
は
瞬
く
間
に
売
切
れ
、
二
月
二
三
日
に
第
一
〇
六
歩
兵
部
隊
本
部
を
会
場
に
記
念
祭
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
一
五
〇
周
年
を
迎
え
た
頃
の
Ｂ
Ｎ
Ｙ
は
ま
だ
ま
だ
「
偉
大
な
歴
史
」
の
遺
産
が
大
き
く
、「
男
ら
し
さ
の
文
化
」
に

支
え
ら
れ
た
労
働
者
の
誇
り
は
失
わ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
、
Shipw
orkerに
設
け
ら
れ
て
い
た

Cam
era
Q
uery
と
い
う
連
載
コ
ー
ナ
ー
を
見
て
み
た
い
。
ほ
ぼ
毎
号
掲
載
さ
れ
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
六
人
の
Ｂ
Ｎ
Ｙ
労
働
者
が

同
じ
質
問
に
コ
メ
ン
ト
す
る
も
の
で
、
普
段
は
他
愛
な
い
質
問
が
多
い
が
、
時
と
し
て
彼
ら
の
誇
り
や
価
値
観
を
表
す
場
合
が
あ
っ

た
。
一
例
を
挙
げ
る
と
「
あ
な
た
は
一
家
の
稼
ぎ
頭
？
」（
M
ay
6,1955）
と
い
う
質
問
に
は
男
性
四
人
、
女
性
二
人
の
回
答
者
全
員

が
、
男
性
が
稼
ぎ
手
で
あ
る
こ
と
を
「
当
然
」
と
答
え
て
い
る
。
取
り
付
け
工
の
Ｂ
・
ハ
ー
マ
ン
は
「
家
で
う
ま
く
い
く
に
は
男
が

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
、
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
を
と
る
こ
と
さ
。
妻
も
そ
れ
に
同
意
す
る
よ
…
と
に
か
く
俺
は
女
が
稼
ぎ
手
に
な
る
な
ん
て
思
わ
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な
い
」
と
言
い
、
計
画
局
に
勤
務
す
る
女
性
事
務
員
Ｍ
・
Ｌ
・
ス
テ
ィ
ッ
チ
は
「
夫
が
一
家
の
長
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
う
わ
…
家
で

の
最
終
責
任
は
夫
に
あ
る
し
、
常
に
彼
は
未
来
に
目
を
向
け
て
行
動
す
る
で
し
ょ
う
」
と
話
し
て
い
る
。

ま
た
、「
妻
は
夫
が
仕
事
に
行
く
前
に
起
き
て
朝
食
を
作
る
べ
き
？
」（
M
arch
16,1956）
と
い
う
質
問
に
も
男
性
四
人
、
女
性
二

人
が
回
答
し
て
い
る
が
、
男
性
一
人
を
除
い
て
全
員
が
「
作
る
べ
き
」
と
答
え
て
い
る
。
板
金
工
の
Ｗ
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
は
「
妻
が
そ

う
し
な
い
な
ら
他
に
誰
が
す
る
の
さ
？

ま
ず
い
食
事
を
外
で
食
べ
さ
せ
ら
れ
る
よ
り
、
家
で
う
ま
い
食
事
を
と
っ
て
そ
の
日
を
夫

が
始
め
る
の
を
妻
は
見
る
べ
き
だ
」
と
述
べ
、
武
器
局
に
勤
務
す
る
女
性
事
務
員
Ａ
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
バ
ー
グ
は
「
絶
対
そ
う
ね
。
そ

れ
は
女
が
最
低
限
で
き
る
こ
と
だ
し
、
単
な
る
義
務
じ
ゃ
な
い
の
よ
」
と
答
え
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
「
女
よ
り
男
の
方
が
運
転
が
う
ま
い
？
」（
M
arch
8,1955）、「
女
性
を
副
大
統
領
候
補
に
と
い
う
議
論
に
つ
い
て
ど

う
思
う
？
」（
A
ug.19,1955）
な
ど
直
接
Ｂ
Ｎ
Ｙ
と
は
関
係
し
な
い
質
問
も
さ
れ
て
い
る
が
、
回
答
は
そ
れ
ぞ
れ
女
性
の
能
力
を
下

位
に
位
置
づ
け
た
男
性
優
位
論
で
占
め
ら
れ
て
い
る(
)。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
す
る
の
は
Ｂ
Ｎ
Ｙ
労
働
者
の
ご
く
一
部
で
、
編
集
の

31

恣
意
性
は
免
れ
な
い
が
、
彼
ら
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
垣
間
見
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
Ｂ
Ｎ
Ｙ
で
の
労
働
実
態
を
考
え
る
な
ら
ば
、

当
時
の
Ｂ
Ｎ
Ｙ
労
働
者
の
価
値
観
が
多
分
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

四

崩
れ
始
め
た
労
働
者
の
秩
序
―
閉
鎖
に
向
か
う
Ｂ
Ｎ
Ｙ

依
然
と
し
て
自
信
と
誇
り
を
失
わ
ず
に
い
た
Ｂ
Ｎ
Ｙ
労
働
者
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
彼
ら
の
維
持
し
て
き
た
秩
序
を
崩
す
新
た

な
変
化
は
確
実
に
迫
っ
て
い
た
。
熟
練
労
働
に
よ
っ
て
船
を
建
造
す
る
ス
タ
イ
ル
は
、
今
や
ス
ピ
ー
ド
化
を
求
め
、
コ
ス
ト
削
減
を

要
求
す
る
時
代
の
趨
勢
か
ら
取
り
残
さ
れ
始
め
て
い
た
。
海
軍
内
で
コ
ス
ト
問
題
を
い
ち
早
く
知
る
立
場
に
い
た
Ｂ
Ｎ
Ｙ
司
令
官
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コ
ー
ド
レ
イ
は
「
我
々
の
今
後
は
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
や
サ
ラ
ト
ガ(
)の
仕
事
を
い
か
に
う
ま
く
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
未
来
は

32

バ
ラ
色
で
は
な
い
。
質
を
落
と
す
こ
と
な
く
仕
事
を
す
る
こ
と
だ
」
と
危
機
感
を
表
し(
)、
Ｂ
Ｎ
Ｙ
労
働
者
に
秒
単
位
で
仕
事
を
し
、

33

低
コ
ス
ト
で
質
の
高
い
仕
事
を
励
行
す
る
こ
と
を
強
調
し
続
け
た(
)。

労
働
者
も
危
機
感
を
持
ち
始
め
て
お
り
、
Shipw
orkerの
連

34

載
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
Cam
eraQ
uery
を
見
る
と
、
す
で
に
一
九
五
〇
年
代
に
は
、
自
ら
の
お
か
れ
た
立
場
を
意
識
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
例
え
ば
、「
一
〇
年
後
の
造
船
所
を
ど
う
予
想
す
る
？
」（
D
ec.23,1955）
と
の
質
問
に
六
人
の
回
答
者
全
員
が
「
原
子

力
時
代
の
到
来
」
と
答
え
、「
今
日
、
良
い
教
育
か
良
い
職
か
、
ど
ち
ら
に
価
値
が
あ
る
？
」（
Feb.10,1956）
と
い
う
質
問
に
も
六

人
全
員
が
「
教
育
」
と
答
え
て
い
る
。
後
者
の
回
答
理
由
と
し
て
彼
ら
は
「（
筆
者
注
：
教
育
は
）
選
択
の
機
会
が
豊
富
に
な
る
。
機

械
は
も
っ
と
訓
練
が
必
要
な
新
し
い
も
の
に
変
わ
っ
て
、
今
の
機
械
工
の
技
術
は
後
景
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
」「
今
い
る
奴
よ
り
教

育
を
受
け
て
学
位
を
持
つ
奴
の
給
料
の
方
が
高
い
し
、
上
が
り
続
け
て
い
る
」
な
ど
を
挙
げ
て
お
り
、
熟
練
労
働
者
た
る
自
分
た
ち

が
、
も
は
や
古
い
人
間
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
実
を
少
な
か
ら
ず
感
じ
取
っ
て
い
た
。

そ
れ
で
も
な
お
、Ｂ
Ｎ
Ｙ
全
体
で
は
危
機
感
が
高
ま
ら
な
か
っ
た
。海
軍
造
船
所
の
中
で
も
Ｂ
Ｎ
Ｙ
こ
そ
多
く
の
歴
史
的
艦
船
を
生

み
出
し
て
き
た
と
い
う「
栄
光
の
歴
史
」に
対
す
る
自
負
ゆ
え
に
、Ｂ
Ｎ
Ｙ
労
働
者
は
新
し
い
時
代
の
波
を
感
じ
つ
つ
も
、時
代
の
変
化

を
直
視
で
き
な
い
で
い
た(
)。彼

ら
が
気
づ
い
た
時
、す
で
に
時
代
は
彼
ら
の
想
像
を
遥
か
に
超
え
て
進
ん
で
い
た
。Ｂ
Ｎ
Ｙ
が
得
意
と
し

35

て
き
た
空
母
部
門
で
、い
ち
早
く
原
子
力
型
へ
の
切
り
替
え
が
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。Ｂ
Ｎ
Ｙ
に
は
原
子
力
艦
船
に
対
応
で
き
る

技
術
も
設
備
も
無
く
、大
都
市
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
位
置
す
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
原
子
力
を
扱
う
上
で
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
要
因
に
な
っ
た
。

一
九
六
一
年
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
国
防
長
官
に
就
任
し
た
Ｒ
・
Ｓ
・
マ
ク
ナ
マ
ラ
は
抜
本
的
な
米
軍
の
近
代
化
・
合
理
化
計
画
に
着

手
し
、
不
要
な
軍
備
や
施
設
を
次
々
に
リ
ス
ト
・
ア
ッ
プ
し
て
大
々
的
な
整
理
を
進
め
て
い
っ
た
。
一
一
ヶ
所
に
存
在
し
た
海
軍
造

船
所
に
対
す
る
調
査
も
始
め
ら
れ
、
つ
い
に
一
九
六
四
年
一
一
月
一
七
日
、
Ｂ
Ｎ
Ｙ
は
海
軍
造
船
所
の
閉
鎖
対
象
の
ト
ッ
プ
と
し
て
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公
示
さ
れ
る
の
で
あ
る(
)。
36

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
周
辺
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
こ
の
頃
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
往
時
に
は
Ｂ
Ｎ
Ｙ
労
働
者
の
多
く
が
Ｂ
Ｎ
Ｙ
周

辺
に
住
ん
で
い
た
が
、
あ
る
程
度
の
収
入
を
得
た
労
働
者
は
、
戦
後
の
大
規
模
な
人
員
削
減
や
そ
れ
に
続
く
規
模
縮
小
と
軌
を
一
に

し
て
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
を
離
れ
、
新
た
に
開
発
さ
れ
た
郊
外
へ
移
っ
て
い
っ
た
。
一
九
六
四
年
Ｂ
Ｎ
Ｙ
の
閉
鎖
が
発
表
さ
れ
た
頃
に
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
地
区
内
に
住
む
Ｂ
Ｎ
Ｙ
労
働
者
は
Ｂ
Ｎ
Ｙ
労
働
者
総
数
の
半
分
以
下
と
な
り
、
Ｂ
Ｎ
Ｙ
周
辺
地
域
に
引
き
続
き
住
む

労
働
者
は
約
一
〇
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た(
)。
Ｂ
Ｎ
Ｙ
の
衰
退
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
仕
事
を
奪
い
、
生
活
の
不
安
定
化
を
招
来
し
、
失

37

業
や
犯
罪
が
急
増
し
た
。
そ
の
変
貌
ぶ
り
は
海
軍
関
係
者
で
す
ら
Ｂ
Ｎ
Ｙ
に
赴
任
す
る
こ
と
に
大
き
な
不
安
を
吐
露
せ
ざ
る
を
得
な

い
ほ
ど
で
あ
っ
た(
)。
38

ま
た
、
Ｂ
Ｎ
Ｙ
周
辺
地
域
の
人
口
は
一
九
六
〇
年
〜
一
九
六
七
年
の
間
に
一
一
％
減
少
し
て
い
た
が
、
労
働
者
人
口
で
見
る
と
二

七
％
も
増
加
し
て
い
た
。
住
民
の
構
成
で
は
、
黒
人
・
プ
エ
ル
ト
リ
カ
ン
の
割
合
が
四
四
％
か
ら
七
五
％
に
上
昇
す
る
一
方
、
白
人

は
五
六
％
か
ら
二
四
％
と
激
減
し
、
わ
ず
か
の
間
に
激
し
い
変
化
が
生
じ
て
い
た(
)。
39

こ
う
し
た
変
化
は
し
か
し
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
す
で
に
そ
の
萌
芽
が
あ
っ
た
。
戦
争
中
Ｂ
Ｎ
Ｙ
に
は
大
量
の
臨
時
労
働
力
が
、

か
つ
て
の
よ
う
な
厳
格
な
審
査
を
経
ず
に
流
入
し
て
い
た
。
急
増
し
た
こ
れ
ら
臨
時
労
働
者
は
、
新
た
に
創
り
出
さ
れ
た
地
位
に
区

分
さ
れ
る
な
ど
既
存
の
労
働
シ
ス
テ
ム
の
枠
外
で
扱
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
維
持
さ
れ
て
き
た
職
階
制
度
と
は
別
の
軸
が
戦
争
に
よ
っ
て

生
ま
れ
た
。
臨
時
労
働
者
は
便
宜
的
労
働
力
と
し
て
‶T
em
poraries"
と
呼
ば
れ
、
Ｂ
Ｎ
Ｙ
労
働
者
に
適
用
さ
れ
て
き
た
連
邦
の

雇
用
ル
ー
ル
の
対
象
と
さ
れ
な
い
者
も
出
て
来
た
。
戦
時
に
な
り
ふ
り
か
ま
わ
ず
人
海
戦
術
で
作
業
を
進
め
る
や
り
方
が
導
入
さ
れ

る
こ
と
で
、
Ｂ
Ｎ
Ｙ
で
長
ら
く
保
た
れ
て
い
た
熟
練
労
働
者
を
頂
点
と
す
る
秩
序
は
確
実
に
崩
れ
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
第
二
次
大
戦
中
に
雇
用
さ
れ
た
黒
人
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
戦
争
終
了
後
に
解
雇
さ
れ
た
こ
と
は
、
彼
ら
が
こ
の
地
域
か
ら
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姿
を
消
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
差
別
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｂ
Ｎ
Ｙ
で
の
経
験
は
彼
ら
に
と
っ
て
こ
れ
ま
で
に

な
い
条
件
下
で
の
労
働
で
あ
り
、
解
雇
後
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
残
る
者
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
一
九
二
九
年
仕
事
を
求
め
て
南
部
の

ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
り
、
一
九
四
四
年
ま
で
Ｂ
Ｎ
Ｙ
で
働
い
て
い
た
黒
人
の
Ｄ
・
Ａ
・
キ
ン
グ
は
戦
時
中
当

時
を
振
り
返
っ
て
言
う
。

「
何
の
問
題
、
ト
ラ
ブ
ル
も
無
い
。
人
間
と
し
て
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。
今
ま
で
そ
ん
な
風
な
こ
と
は
無
か
っ
た
し
、

見
た
こ
と
も
聞
い
た
こ
と
も
無
か
っ
た
…
俺
た
ち
は
同
じ
条
件
で
働
い
て
い
た
か
ら
ね
…
と
て
も
フ
ェ
ア
だ
っ
た
と
思
う
」
(
)
40

Ｂ
Ｎ
Ｙ
で
の
黒
人
労
働
者
の
割
合
は
次
第
に
上
昇
し
、
造
船
所
の
閉
鎖
が
発
表
さ
れ
た
頃
、
彼
ら
は
Ｂ
Ｎ
Ｙ
労
働
者
の
一
九
％
を

占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た(
)。
こ
の
よ
う
な
人
種
構
成
の
変
化
は
Ｂ
Ｎ
Ｙ
に
お
け
る
熟
練
労
働
の
比
重
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
示

41

す
と
同
時
に
、
熟
練
労
働
者
が
大
き
な
位
置
を
占
め
て
き
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
全
体
の
産
業
構
造
の
転
換
を
も
意
味
し
て
い
た
。
造
船

を
含
む
製
造
業
全
体
で
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
が
急
速
に
進
ん
だ
こ
と
で
熟
練
労
働
は
次
第
に
不
要
と
な
り
、
と
り
わ
け
印
刷
業
や

建
設
業
、
港
湾
関
係
で
そ
の
傾
向
が
著
し
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
オ
フ
ィ
ス
・
ワ
ー
ク
や
小
売
業
な
ど
第
三
次
産
業
に
就
く
労
働
者

の
割
合
は
増
大
し
、
明
ら
か
に
熟
練
労
働
者
の
地
位
は
相
対
的
に
低
下
し
て
い
た
の
で
あ
る(
)。
42

さ
ら
に
こ
の
頃
ま
で
に
、
熟
練
労
働
を
担
っ
て
き
た
白
人
労
働
者
へ
の
批
判
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

高
揚
す
る
公
民
権
運
動
は
人
種
隔
離
の
象
徴
と
し
て
白
人
子
弟
で
占
め
ら
れ
る
建
設
業
の
見
習
い
制
度
を
特
に
激
し
く
批
判
し
、
行

政
府
に
即
時
の
具
体
的
解
決
策
を
要
求
し
て
い
た
。
白
人
男
性
熟
練
労
働
者
を
頂
点
と
し
て
保
持
さ
れ
て
き
た
人
種
的
な
秩
序
も
重

大
な
「
危
機
」
に
直
面
し
、
急
速
に
変
化
し
始
め
て
い
た(
)。
43
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結
論Ｂ

Ｎ
Ｙ
の
よ
う
に
白
人
男
性
の
熟
練
労
働
者
が
相
対
的
に
安
定
し
た
労
働
生
活
を
享
受
し
、
そ
の
中
で
独
自
の
秩
序
と
生
活
世
界

を
創
出
し
て
き
た
背
景
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
発
展
と
そ
の
下
に
お
け
る
労
働
者
の
状
況
を
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
に
構
築
さ
れ
、
そ
の
後
保
持
さ
れ
て
き
た
組
織
労
働
者
と
公
権
力
、
経
営
側
相
互
の
提
携
関
係
は
、

第
二
次
大
戦
を
経
て
発
展
す
る
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
連
邦
政
府
と
雇
用
関
係
を
結
ぶ
Ｂ
Ｎ
Ｙ
労

働
者
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
関
係
の
典
型
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
一
九
六
六
年
六
月
の
Ｂ
Ｎ
Ｙ
の
閉
鎖
は
、
白
人
中
心
の
組
織
労

働
者
た
ち
に
従
来
の
関
係
の
見
直
し
を
意
味
す
る
ポ
ス
ト
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
時
代
の
訪
れ
も
示
し
て
い
た(
)。
44

で
は
、
Ｂ
Ｎ
Ｙ
労
働
者
に
と
っ
て
の
相
対
的
安
定
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
カ
ー
ル
ソ
ン
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
労
働
者
の
生
き
方
（
A
W
ay
ofLifeff）
そ
の
も
の
で
あ
っ
た(
)。

Ｂ
Ｎ
Ｙ
の
繁
栄
を
支
え
た
白
人
男
性
の
熟
練
労
働

45

者
は
日
々
自
ら
の
技
術
で
船
を
建
造
し
、
そ
れ
ら
を
国
家
に
供
出
す
る
労
働
に
従
事
し
て
い
た
。
そ
れ
は
国
家
に
対
す
る
愛
国
市
民

と
し
て
の
具
体
的
な
貢
献
で
あ
り
、
彼
ら
は
労
働
を
通
じ
て
愛
国
者
た
る
自
ら
を
体
感
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
に
と
っ
て
Ｂ
Ｎ

Ｙ
は
家
族
を
支
え
、
養
う
た
め
の
職
場
で
あ
り
、
一
家
の
長
と
し
て
の
地
位
と
誇
り
を
十
分
感
じ
さ
せ
る
場
所
で
も
あ
っ
た
。
ま
た

掛
け
替
え
の
な
い
仲
間
と
危
険
を
と
も
に
し
て
働
き
、
相
互
の
絆
を
強
め
て
い
く
場
で
も
あ
っ
た
。
Ｂ
Ｎ
Ｙ
の
存
在
に
よ
っ
て
、
多

く
の
労
働
者
が
こ
う
し
た
関
係
を
築
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
の
秩
序
は
Ｂ
Ｎ
Ｙ
の
存
在
を
中
心
に
保
た
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

Ｂ
Ｎ
Ｙ
の
閉
鎖
は
、
そ
こ
に
働
く
労
働
者
が
依
拠
し
て
き
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
男
性
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
動
揺
し
、
崩
れ
始

め
た
一
つ
の
帰
結
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
け
る
白
人
男
性
の
熟
練
労
働
者
を
中
心
と
し
た
労
働
者
の
世
界
が
、

ブルックリン海軍造船所の閉鎖とニューヨーク都市労働者の生活世界

131



抗
い
難
い
変
化
に
直
面
し
、
も
は
や
そ
う
し
た
世
界
を
維
持
す
る
の
が
困
難
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
も
示
し
て
い
た
。

Ｂ
Ｎ
Ｙ
閉
鎖
後
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
深
刻
な
財
政
危
機
に
陥
り
、
そ
の
中
で
人
種
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
関
係
の
悪
化
が
進
ん
で
い
く
。

そ
の
一
方
、
公
民
権
運
動
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
反
戦
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
な
ど
様
々
な
社
会
運
動
が
現
れ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
混
沌
と
し
た

状
況
を
迎
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
化
は
ま
す
ま
す
進
行
す
る
。
Ｂ
Ｎ
Ｙ
の
閉
鎖
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
混
乱
し
た
時
代
の
始
ま
り

を
も
予
示
し
て
い
た
。

(
)
Ｂ
Ｎ
Ｙ
の
正
式
名
称
は
N
ew
Y
ork
N
avalShipyard
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
通
称
と
し
て
の
Ｂ
Ｎ
Ｙ
の
方
が
広
く
流
通
し
て
い

1
た
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
も
Ｂ
Ｎ
Ｙ
の
名
称
を
使
用
す
る
。

(
)
Joshua
B.Freem
an,W
o
WW
rkrringn-ClallssN
e
NN
w
Y
o
YY
rkrr:Lifieff
and
Labor
since
W
o
WW
rld
W
a
WW
r
IIII(N
ew
Y
ork:T
he
N
ew
Press,

2
2000),Introduction,Chapter
1,2.

(
)
Freem
an,W
o
WW
rkrringn-ClallssN
e
NN
w
Y
o
YY
rkrr.

3(
)
JoshuaB.Freem
an,‶H
ardhats:Construction
W
orker,M
anlinessand
the1970Pro-W
arD
em
onstration,"JoJJurnalofo

4
SocialH
i
HH
siitottryr,V
ol.26,N
o.4
(Sum
m
er
1993).

(
)
Lynda
T
epfefr
Carlson,‶T
he
Closing
of
the
Brooklyn
N
avy
Y
ard:A
Case
Study
in
Group
Politics,"
Ph.D
.

5
D
issertation,U
niversity
ofIllinois,1974.

(
)
A
rnold
Sparr,‶Looking
foffr
Rosie:W
om
en
D
efeffnse
W
orkers
in
the
Brooklyn
N
avy
Y
ard,1942-1946,"
N
e
NN
w
Y
o
YY
rkrr

6
H
i
HH
siitottryr
(July
2000).

(
)
ア
ー
チ
ボ
ー
ル
ド
の
原
著
が
出
版
さ
れ
た
の
は
一
九
四
七
年
。
Ｅ
・
ア
ー
ン
セ
ン
と
Ａ
・
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
二
〇
〇
六
年
に

7
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彼
女
の
研
究
を
再
評
価
す
る
論
稿
を
発
表
、
約
六
〇
年
の
歳
月
を
経
て
ア
ー
チ
ボ
ー
ル
ド
の
著
書
が
再
出
版
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。

ア
ー
ン
セ
ン
、リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
論
稿
、ア
ー
チ
ボ
ー
ル
ド
の
著
書
は
以
下
の
通
り
。
EricA
rnesen
and
A
lex
Lichtenstein,

‶Labor
and
the
Problem
of
Social
U
nity
during
W
orld
W
ar
II:
K
atherine
A
rchibald’s
W
artim
e
Shipyard
in

Retrospect,"
Labor:
Studies
in
W
o
WW
rkrringn-Clallss
ofo
thtte
A
m
ericas,V
ol.3,N
o.1
(Spring
2006);K
atherine
A
rchibald,

W
a
WW
rtim
eShipiyppard:A
Studyd
in
SocialD
isiiunitytt
(Berkley:U
niversity
Califoffrnia
Press,1947;reprintw
ith
Introduction

and
Further
Reading,U
rbana
and
Chicago:U
niversity
ofIllinois
Press,2006).

(
)
こ
の
法
律
は
そ
の
後
何
度
か
改
定
さ
れ
、
造
船
所
経
営
の
拠
り
所
と
な
っ
た
。
詳
し
く
は
Carlson,‶T
he
Closing
of
the

8
Brooklyn
N
avy
Y
ard,"
24-27.

(
)
Interview
w
ith
H
enry
T
atow
icz,by
Benjnam
in
Filene,July
29,1987,Brooklyn
H
istoricalSociety.（
以
下
、
BH
S
と
記

9
述
）。

(
)
ま
た
ブ
ラ
ッ
ド
ス
キ
ー
は
当
時
の
状
況
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
い
つ
も
残
業
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
一
日
一
〇

10
時
間
働
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
時
が
あ
っ
た
…
八
時
間
×
七
日
で
五
六
時
間
、
そ
れ
に
加
え
て
一
〇
時
間
の
残
業
で
週
六
六
時
間
さ
」

Interview
w
ith
Solom
on
Brodsky,by
Benjnam
in
Filene,A
ug.6,1987,BH
S.

(
)
一
九
二
七
年
か
ら
Ｂ
Ｎ
Ｙ
近
く
で
テ
イ
ラ
ー
・
シ
ョ
ッ
プ
を
開
業
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
当
時
も
唯
一
こ
の
地
域
に
と
ど
ま
っ
て
営
業

11
を
続
け
て
い
た
Ｍ
・
フ
ァ
イ
エ
ラ
に
よ
れ
ば
、
テ
イ
ラ
ー
･シ
ョ
ッ
プ
の
ほ
と
ん
ど
は
頻
繁
に
出
入
港
を
繰
り
返
す
水
兵
の
た
め
の
も
の

だ
っ
た
と
い
う
。「
労
働
者
は
ど
こ
で
も
服
が
買
え
る
け
ど
、
船
員
は
こ
こ
だ
け
だ
か
ら
。
で
も
（
筆
者
注
・
労
働
者
向
け
の
）
二
四
時

間
営
業
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ダ
イ
ナ
ー
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
店
は
あ
っ
た
。
連
中
は
戦
時
中
三
交
代
で
働
い
て
い
た
か
ら
ね
」
Interview

w
ith
M
ike
Faiella,by
Benjnam
in
Filene,July
31,1987,BH
S.
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(
)
Sparr,‶Looking
foffr
Rosie,"
331.

12(
)
Carlson,‶T
he
Closing
ofthe
Brooklyn
N
avy
Y
ard,"
14.

13(
)
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
規
則
で
は
そ
の
他
、
軍
事
機
密
上
の
必
要
性
か
ら
就
職
希
望
者
に
対
す
る
思
想
傾
向
及
び
性
格
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
、

14
指
紋
押
捺
義
務
、
写
真
付
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
の
保
持
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

(
)
数
学
・
科
学
で
は
代
数
学
、
幾
何
学
、
三
角
法
、
物
理
学
、
英
語
で
は
作
業
指
示
書
や
教
示
書
の
作
成
、
製
図
法
で
は
専
門
的
な
製

15
図
作
成
や
ブ
ル
ー
プ
リ
ン
ト
の
読
解
、
産
業
組
織
で
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
役
割
と
そ
の
問
題
点
な
ど
を
学
ん
だ
。

(
)
N
ew
Y
ork
N
avalShipyard,‶W
elcom
e
A
board,"
undated,in
Evelyn
Rudon
M
aterials,BH
S.

16(
)
Interview
w
ith
Leo
Skolnick,by
Benjnam
in
Filene,A
ug.19,1987,BH
S.

17(
)
Interview
w
ith
H
enry
T
atow
icz.

18(
)
Ｂ
Ｎ
Ｙ
の
黒
人
労
働
者
数
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
し
た
。
John
R.Stobo,LaborH
i
HH
siitottryr
T
im
eLineofothtteBrooklyln
N
a
NN
vyv

19
Y
a
YY
rd
(January
2004;O
ctober
2004;June
2005);available
frffom
http://w
w
w
.colum
bia.edu/~jrs9/BN
Y
-Labor-T
im
e-

Line.htm
l;Internet;accessed
18
A
pril,2008.一
九
三
四
年
及
び
一
九
四
〇
年
の
黒
人
労
働
者
数
の
引
用
史
料
は
以
下
。
Letter

frffom
the
Com
m
andant
to
the
A
cting
Secretary
ofthe
N
avy,Subject:Infoffrm
ation
Concerning
N
egro
Em
ployees,

February
27,1934,LL/P14-2,E322/1932-34,RG181,N
ationalA
rchives-N
orth
East
Region,N
ew
Y
ork
City
(以
下

N
A
-N
Y
);Letter
frffom
the
Com
m
andant
to
the
A
ssistant
Secretary
ofthe
N
avy
(Shore
Establishm
ents
D
ivision),

Subject:A
dvisory
Com
m
ission
to
the
CouncilofN
ationalD
efefnse
RequestsInfoffrm
ation
regarding
the
Em
ploym
ent

ofN
egroesunderthe
N
avalEstablishm
ent,N
ovem
ber30,1940,LL/P14-2,E322/1938-40,RG181,N
A
-N
Y
.ス
ト
ボ
氏

か
ら
は
以
上
の
史
料
を
含
め
、
Ｂ
Ｎ
Ｙ
史
料
に
関
す
る
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
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(
)
Sparr,‶Looking
foffr
Rosie,"
319-320.

20(
)
Ibid.,322-323.

21(
)
一
九
四
三
年
一
一
月
取
り
付
け
工
（
shipfifftter）
の
部
門
で
女
性
初
の
熟
練
工
（
leaderw
om
an）
が
誕
生
す
る
が
、
こ
の
時
同
部

22
門
で
働
い
て
い
た
女
性
は
一
五
〇
〇
人
だ
っ
た
。
Ibid.,328.

(
)
Ibid.

23(
)
Ibid.,337.

24(
)
Interview
w
ith
Leo
Skolnick.な
お
、
一
九
六
〇
年
一
二
月
一
九
日
に
は
空
母
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
建
造
中
に
火
災
が
発
生

25
し
、
死
者
五
〇
名
、
負
傷
者
三
二
三
名
を
出
す
Ｂ
Ｎ
Ｙ
最
悪
の
惨
事
が
起
こ
っ
て
い
る
。

(
)
Ibid.

26(
)
Sparr,‶Looking
foffr
Rosie,"
333.

27(
)
一
九
四
四
年
一
月
二
九
日
に
命
名
式
を
行
っ
た
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
の
場
合
、
ス
ポ
ン
サ
ー
は
ミ
ズ
ー
リ
州
選
出
上
院
議
員
Ｈ
・
Ｓ
・
ト

28
ル
ー
マ
ン
の
娘
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
一
九
六
四
年
六
月
二
七
日
に
進
水
式
が
行
わ
れ
た
ド
ッ
ク
型
揚
陸
艦
オ
ー
ス
チ
ン
と
オ

グ
デ
ン
の
場
合
、
命
名
役
は
そ
れ
ぞ
れ
現
職
大
統
領
Ｌ
・
Ｂ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
娘
リ
ン
ダ
、
ユ
タ
州
選
出
上
院
議
員
Ｌ
・
Ｊ
・
バ
ー
ト

ン
の
妻
ジ
ャ
ニ
ス
が
務
め
て
い
る
。
詳
し
く
は
N
ew
Y
ork
N
avy
Y
ard,‶Launching
ofthe
U
.S.S.M
issouri:Battleship
N
o.

63"及
び
同
‶Christening
ofthe
A
m
phibiousT
ransportsD
ock
A
ustin
(LPD
-4)
and
O
gden
(LPD
-5)"参
照
。
こ
れ
ら
の

史
料
は
BH
S
が
所
蔵
す
る
Solom
on
Brodsky
Collection
に
含
ま
れ
て
い
る
。

(
)
N
ew
Y
ork
N
avy
Y
ard,T
he
Shipiw
orkrrer,Feb.23,1951;N
ew
Y
ork
N
avalShipyard,Souvenir
JoJJurnal:
Sesqui-

29
CentettnnialA
nniversrraryr
(N
ew
Y
ork,1951),no
page
num
ber.
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(
)
記
念
誌
に
は
現
職
大
統
領
ト
ル
ー
マ
ン
か
ら
も
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
文
が
寄
せ
ら
れ
た
。

30(
)
双
方
の
質
問
に
対
す
る
回
答
の
特
徴
は
女
性
の
性
格
を
先
天
的
に
弱
い
も
の
と
す
る
論
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
後
者
の
質
問

31
で
は
「
女
が
副
大
統
領
職
に
求
め
ら
れ
る
困
難
に
耐
え
ら
れ
る
と
は
思
わ
な
い
」（
現
業
・
男
性
）「
女
の
人
が
そ
ん
な
高
い
地
位
に
向

い
て
い
る
と
は
思
え
な
い
…
女
性
は
そ
ん
な
重
要
な
仕
事
で
信
頼
さ
れ
る
ほ
ど
合
理
的
じ
ゃ
な
い
わ
」（
計
画
局
・
女
性
）
い
っ
た
こ
と

が
語
ら
れ
て
い
る
。

(
)
い
ず
れ
も
Ｂ
Ｎ
Ｙ
で
建
造
予
定
の
空
母
名
。

32(
)
T
he
Shipiw
orkrrer,M
ay14,1954.

33(
)
Ibid.,June
24,1955;N
ov.4,1955.

34(
)
Carlson,‶T
he
Closing
ofBrooklyn
N
avy
Y
ard,"
166-167.

35(
)
マ
ク
ナ
マ
ラ
が
主
導
す
る
海
軍
造
船
所
合
理
化
の
詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
参
照
。
Carlson,‶T
he
Closing
ofthe
Brooklyn

36
N
avy
Y
ard,"
55-98.BN
Y
が
真
っ
先
に
閉
鎖
対
象
と
な
っ
た
軍
事
的
・
経
済
的
理
由
に
つ
い
て
は
以
下
に
詳
し
い
。
D
epartm
ent

ofD
efense,‶Sum
m
ary
ofStudy
ofN
avalRequirem
entsfoffrShipyard
Capacity,"
N
ov.17,1964,T
hird
N
avalD
istricts

and
Shore
Establishm
ents,RG
181,N
A
-N
Y
.

(
)
Institute
foffr
U
rban
Studies,
Fordham
U
niversity
and
T
ippetts-A
bbett-M
cCarthy-Stratton
Engineers
and

37
A
rchitects,T
he
Brooklyln
N
a
NN
vyv
Y
a
YY
rd:A
Plalln
foffr
R
edevelopom
ent(N
ew
Y
ork,1968),9.

(
)
Carlson,‶T
he
Closing
ofthe
Brooklyn
N
avy
Y
ard,"
15.

38(
)
Institute
foffr
U
rban
Studies,
Fordham
U
niversity
and
T
ippetts-A
bbett-M
cCarthy-Stratton
Engineers
and

39
A
rchitects,T
heBrooklyln
N
a
NN
vyvY
a
YY
rd,i-ii.な
お
、
こ
こ
で
言
う
「
Ｂ
Ｎ
Ｙ
周
辺
地
域
」
と
は
、
一
九
六
七
年
に
当
該
地
域
の
再
開
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発
の
た
め
様
々
な
調
査
を
し
た
フ
ォ
ー
ド
ハ
ム
大
学
都
市
研
究
所
が
Ｂ
Ｎ
Ｙ
に
隣
接
す
る
地
域
を
独
自
に
四
三
の
地
区
に
分
け
た
も
の

を
指
す
。

(
)
Interview
w
ith
Rev.D
anielA
.K
ing,by
Benjnam
in
Filene,Jan.20,1987,BH
S.

40(
)
N
e
NN
w
Y
o
YY
rkrr
T
im
es,M
ay
14,1964.

41(
)
Freem
an,W
o
WW
rkrringn-ClallssN
e
NN
w
Y
o
YY
rkrr,159-166.

42(
)
元
Ｂ
Ｎ
Ｙ
労
働
者
の
タ
ト
ウ
ィ
ッ
ツ
は
言
う
。「（
質
問
者
：
過
去
四
〇
年
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
変
化
を
ど
う
思
う
？
）
今
よ
り
も
当

43
時
の
方
が
（
筆
者
注
：
第
二
次
大
戦
の
頃
）
住
み
や
す
か
っ
た
よ
。
人
々
は
も
っ
と
お
互
い
を
助
け
合
い
、
情
熱
的
で
フ
レ
ン
ド
リ
ー

だ
っ
た
と
思
う
。
今
は
と
て
も
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
あ
る
。
エ
ス
ニ
ッ
ク
･グ
ル
ー
プ
、
離
散
（
spreading
out）
―
以
前
は
存
在
す
る

こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
衝
突
･･･俺
が
働
い
て
い
た
頃
、
人
種
が
何
と
か
、
ど
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
･グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
な
ん
て
考

え
な
か
っ
た
。
今
は
俺
た
ち
全
員
ア
メ
リ
カ
人
っ
て
い
う
か
わ
り
に
異
な
る
集
団
っ
て
の
を
や
た
ら
に
強
調
す
る
」
Interview
w
ith

H
enry
T
atow
icz.

(
)
Robert
H
.Ziger
and
Gilbert
J.Gall,A
m
erican
W
o
WW
rkrrersrr,
A
m
erican
U
n
UU
ions:
T
he
T
w
entiethtt
Centuryr,3rd
ed.

44
(Baltim
ore
and
London:Johns
H
opkins
U
niversity
Press,2002),Chapter
7.

(
)
Carlson,‶T
he
Closing
ofthe
Brooklyn
N
avy
Y
ard,"
113-122.

45

﹇
二
〇
〇
八
年
四
月
三
十
日
の
審
査
を
経
て
、
同
年
十
月
二
日
掲
載
決
定
﹈

（
一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）
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